
私が取り上げたチーム(以下,オムライス)のスライドでは、酒田市における交通事故の「件数」自
体は他地域と比べて多くないものの、高齢化が進む地域特性の中で、事故が発生した際の「重

さ」や「影響」が非常に大きいという問題意識が示されている。特に、高齢者が関わる事故の多

さ、死亡事故がゼロではない現状、そして車社会であるがゆえに事故の潜在的リスクが高い点

が課題として挙げられていた。これに対して提案された「レインボーロード」は、光や音といった視

覚・聴覚に訴える仕組みによって、判断能力の低下や不注意を補い、誰もが直感的に危険を察

知できる道路環境を整えるものである。これは、道路というハード面の整備によって事故を未然

に防ぎ、高齢者や障がいを持つ人も含めた「ユニバーサルデザイン」の考え方を交通安全に応

用した点に特徴がある。一方でオムライスのスライドの終盤では、光害・騒音、コストや維持管理

といった課題も指摘されており、交通安全を実現するには道路環境の改善だけでは限界がある

ことが示唆されている。こうした背景を踏まえ、自分のチームでは視点を広げ、交通を支える人材

や制度そのものの問題へと議論が発展している。つまり、オムライスが「事故をどう減らすか」と

いう安全性の確保に焦点を当てた提案であったのに対し、自チームは「そもそも移動手段が安定

して機能しているのか」という利便性・持続可能性の問題を扱っている点に発展がある。交通事

故を減らすためには、車に依存しすぎない移動環境や、安心して利用できる公共交通の存在が

不可欠であり、そのためには人手不足や経営悪化といった構造的な課題の解決が必要である。

自チームは、こうした安全の議論を土台に、交通を社会インフラとして捉え直す段階へ進んだ提

案であると言える。地方都市における交通問題を総合的に解決するためには、「事故を減らす」

「移動の利便性を確保する」「交通を支える仕組みを持続させる」という三つの視点を一体的に捉

えることが重要である。オムライスと自チームはそれぞれ異なる側面を扱っているが、両者を組

み合わせることで、より現実的で包括的な解決策が見えてくる。まず、オムライスが示すように、

酒田市のような高齢化率の高い地方都市では、交通事故が発生した際の影響が大きく、単に

「事故件数が少ないから問題ない」とは言えない。判断能力の低下、わかりにくい道路構造、見

通しの悪さなどが重なることで、高齢者や免許取りたての若者にとって危険な環境が生まれてい

る。この点に対して、レインボーロードのような光や音を活用した仕組みは、不注意を減らし、直

感的に危険を伝える有効な手段である。これは、誰もが安全に使える交通環境を整えるという意

味で、地方都市における重要な基盤整備と言える。しかし、安全な道路環境が整っていても、移

動手段そのものが十分に機能していなければ、住民の安心な生活は成り立たない。自チームで

指摘されているように、地方ではバスやタクシーの運転手不足が深刻であり、その背景には低賃

金、長時間労働、二種免許取得の負担、利用者減少による経営悪化といった複合的な問題があ

る。この結果、公共交通は縮小し、住民はますます自家用車に依存せざるを得なくなり、結果とし

て高齢者の運転継続や事故リスクの増大につながっている。この悪循環を断ち切るために、自

チームで提案されている「運転手の一部公務化」は有効な方策である。不採算時間帯や通院・通

学路線など、民間だけでは維持が難しい部分を行政が担うことで、公共交通を安定させることが

できる。これは、公共交通を利益追求の対象ではなく、生活インフラとして位置づけるというビジョ

ンとも一致する。また、雇用と収入の安定は、若年層や女性の参入を促し、人手不足の解消にも

つながる。さらに、市役所に交通を一元的に管理する部署を設置し、バス・タクシー・デマンド交

通を統合的に運営することは、サービスの効率化だけでなく、安全面の向上にも寄与する。例え

ば、事故が多い路線や高齢者利用が多い地域に重点的に安全対策を施すなど、オムライスのス

ライドで示された事故の特徴を政策に反映させることが可能になる。行政と民間が役割分担しな

がら協力する体制を築くことで、現場の課題を迅速に改善し、持続可能な交通システムを構築で

きる。このように、地方都市の交通問題を解決するには、道路環境というハード面の安全対策

と、公共交通を支える人材・制度というソフト面の改革を同時に進める必要がある。事故を減ら

し、安心して移動できる環境を整えることは、結果として高齢者の免許返納を促し、車依存からの

転換にもつながる。オムライスと自チームの提案を統合することで、地方都市において「安全・利

便性・持続可能性」を兼ね備えた交通体系を実現できると考える。 


